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(57)【要約】
【課題】ドアを開または閉方向に付勢する付勢手段であ
る巻取装置の上下寸法を小として、これを、ドアのガイ
ドレールにコンパクトに取付けうるようにした吊支式ド
ア装置を提供する。
【解決手段】付勢手段を、上下寸法がガイドレール５の
上下寸法とほぼ等しいドラムケース２０内に垂直軸２２
回りに回転するように収容され、外周面に索条２７が巻
回された巻取ドラム２３と、その内部に収容され、索条
を巻き取るように巻取ドラム２３付勢する渦巻ばねとを
備える巻取装置１８よりなり、ガイドレール５の長手方
向の開口端部内に、ドラムケースの側面に突設した嵌合
突部２１を嵌着して巻取装置１８をガイドレール５の一
端部に装着し、巻取ドラム２３より繰り出された索条２
７の他端部を、ガイドレール５内に挿通させて、走行吊
支装置８のガイドローラ１５の垂直軸１４に掛止する。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドアにより開閉可能な開口部の上端部に、下向きコ字状断面をなすガイドレールを架設
し、前記ドアの上端部に取付けた複数の走行吊支装置を、前記ガイドレールにより支持す
ることにより、ドアを、ガイドレールにより長手方向に沿って移動しうるように吊支し、
かつ前記ドアを常時開または閉方向に付勢する付勢手段を備えてなる吊支式ドア装置にお
いて、
　前記付勢手段は、上下寸法が前記ガイドレールの上下寸法とほぼ等しいケース内に垂直
の枢軸回りに回転するように収容され、かつ外周面に、索条が、その一端部を止着して巻
回された巻取ドラムと、この巻取ドラムの内部に収容され、かつ前記索条を巻き取るよう
に、前記巻取ドラムに回転付勢力を付与する渦巻ばねとを備える巻取装置よりなり、前記
ガイドレールの長手方向の一方の開口端部内に、前記ケースの側面に突設した嵌合突部を
嵌着することにより、前記巻取装置を、前記ガイドレールにおける前記ドアを開く方向ま
たは閉じる方向の端部に装着し、前記巻取ドラムより繰り出された前記索条の他端部を、
前記ガイドレール内に挿通させて、前記走行吊支装置に連結したことを特徴とする吊支式
ドア装置。
【請求項２】
　走行吊支装置は、ドアの上端部に取付けられた垂直の吊支杆と、この吊支杆の上端部に
取付けられ、ガイドレール内を長手方向に移動可能なドア吊支部材と、このドア吊支部材
に取付けた、ガイドレールと直交する方向を向く水平支軸の両端部に枢嵌され、ガイドレ
ールにおける両内向水平片の上面に沿って転動する１対の吊支車輪と、前記ドア吊支部材
に、ガイドレールの長手方向に離間するように上端部が固定された１対の垂直軸の下端部
に枢嵌され、外周面がガイドレールの両内向水平片の対向面に摺接可能な１対のガイドロ
ーラとを備え、索条の他端部を、ドアを付勢する方向の最側端部側に位置する前記ガイド
ローラにおける垂直軸に連結してなる請求項１記載の吊支式ドア装置。
【請求項３】
　索条の他端部に、ガイドローラの外径より大としたループ状部を形成し、このループ状
部を、ガイドローラに下方より挿通して、ガイドローラよりも小径の垂直軸に掛止してな
る請求項２記載の吊支式ドア装置。
【請求項４】
　巻取装置を装着した側のガイドレールの側端部内に、走行吊支装置を停止させるストッ
パ部材と、ガイドレールに沿って転動する吊支車輪の上面に接触することにより、上向き
に弾性変形し、それによる下向き反発力により、吊支車輪に制動力を付与するようにした
板ばねとを、この板ばねが前記ストッパ部材の前方に位置するように、かつそれらの下方
に、索条を挿通しうる空間が形成されるようにして設けてなる請求項１～３のいずれかに
記載の吊支式ドア装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばトイレブースの前面開口部を開閉する吊支式ドア装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　トイレブースに設けられる吊支式ドア装置または通常の引戸装置の中には、ドアや引戸
を、常時開または閉方向に付勢する付勢手段を備えたものがあり、この付勢手段としては
、例えば特許文献１～３に記載されているように、渦巻きばねと、これにより巻き取られ
る索条とからなる巻取装置や、特許文献４に記載されているように、コンストンばねと称
される、帯状の薄板ばねを渦巻状に巻き付けて形成された定トルクばねよりなる巻取装置
、または、この定トルクばねと、これにより巻き取られる索条とからなる巻取装置などが
ある。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特公昭５７－３０９５２号公報
【特許文献２】実公平３－５０２３１号公報
【特許文献３】特開２００７－１２０１４２号公報
【特許文献４】特許第３８７１１６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１及び２に記載されているものは、渦巻きばねの枢軸がドア及びガイドレ
ールと直交する方向を向いているので、渦巻きばねにより索条を巻取る巻取プーリー、及
びそれを取り付けるための取付部材等の上下寸法が大となり、ドア枠やドアの上部を移動
可能にガイドするレールに、巻取装置取付け用の大きなスペースを確保する必要があり、
ドア枠やレールが大型化する。
【０００５】
　特許文献３に記載のものにおいては、巻取装置がドアの上端部に設けた収納空間に収容
されているので、上述のような問題が生じることはないが、ドアの厚さが大となるととも
に、巻取装置の取付けやメンテナンス作業等が面倒であり、また、ドアに加工を施す必要
があるので、コストが増大する。
【０００６】
　特許文献４に記載のものにおいては、付勢手段に、定トルクばねと索条とからなる巻取
装置を用いており、かつ薄板ばねを巻き付けたドラム及び索条を巻き取る巻取プーリーの
枢軸が、上下方向を向いているので、特許文献１、２の巻取装置に比して、その上下寸法
を小としうる利点がある。
　しかし、薄板ばねは、上下方向を向く枢軸回りに回転するドラムに垂直に巻き付けられ
、かつ索条を巻き取る巻取プーリーは、上記ドラムの枢軸の下端部に、ドアのガイドレー
ルの端面と対向するように軸着され、索条がガイドレールの内部空間を挿通するようにさ
れているので、必然的に、巻取装置及びこれをガイドレールに取付けるためのブラケット
は、ガイドレールの上面よりも上方に突出することとなる。
　このようになると、巻取装置が外部から露見されて体裁が悪くなるので、ガイドレール
を支持している前面板や側面板の上下寸法を、巻取装置が隠蔽される高さまで大とする必
要があり、前面板や側面板が大型化したり、それらの製造コストが増大したりする。
　また、索条の端部が、ドアの上端に取付けた走行吊支装置における上下方向を向く軸の
上端に取付けられているので、ドアを開閉する際の安定性にもやや欠ける。
【０００７】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたもので、その第１の目的は、ドアを開または閉
方向に付勢する付勢手段の上下寸法を小として、これを、ドアのガイドレールにコンパク
トに取付けうるようにした吊支式ドア装置を提供することにあり、第２の目的は、付勢手
段の取付けやメンテナンス作業等を容易に行いうるようにした吊支式ドア装置を提供する
ことにあり、第３の目的は、ドアを安定よく移動させうるようにした吊支式ドア装置を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によると、上記課題は、次の各項のようにして解決される。
（１）ドアにより開閉可能な開口部の上端部に、下向きコ字状断面をなすガイドレールを
架設し、前記ドアの上端部に取付けた複数の走行吊支装置を、前記ガイドレールにより支
持することにより、ドアを、ガイドレールにより長手方向に沿って移動しうるように吊支
し、かつ前記ドアを常時開または閉方向に付勢する付勢手段を備えてなる吊支式ドア装置
において、前記付勢手段は、上下寸法が前記ガイドレールの上下寸法とほぼ等しいケース
内に垂直の枢軸回りに回転するように収容され、かつ外周面に、索条が、その一端部を止
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着して巻回された巻取ドラムと、この巻取ドラムの内部に収容され、かつ前記索条を巻き
取るように、前記巻取ドラムに回転付勢力を付与する渦巻ばねとを備える巻取装置よりな
り、前記ガイドレールの長手方向の一方の開口端部内に、前記ケースの側面に突設した嵌
合突部を嵌着することにより、前記巻取装置を、前記ガイドレールにおける前記ドアを開
く方向または閉じる方向の端部に装着し、前記巻取ドラムより繰り出された前記索条の他
端部を、前記ガイドレール内に挿通させて、前記走行吊支装置に連結する。
【０００９】
　このような構成とすると、索条が巻回された巻取ドラムは、ガイドレールの上下寸法と
ほぼ等しい上下寸法とされたケース内に、垂直の枢軸回りに回転するように収容され、か
つケースの側面に突設した嵌合突部をガイドレールの開口端部内に直接嵌着するのみで、
巻取装置をガイドレールの一端部に装着しているので、ブラケットをガイドレールに取付
けたり、ガイドレールに特別な加工を施したりすることなく、巻取装置をガイドレールに
コンパクトに取り付けることができるとともに、巻取装置やガイドレールの上下寸法を最
小限としうる。
【００１０】
（２）上記(１)項において、走行吊支装置は、ドアの上端部に取付けられた垂直の吊支杆
と、この吊支杆の上端部に取付けられ、ガイドレール内を長手方向に移動可能なドア吊支
部材と、このドア吊支部材に取付けた、ガイドレールと直交する方向を向く水平支軸の両
端部に枢嵌され、ガイドレールにおける両内向水平片の上面に沿って転動する１対の吊支
車輪と、前記ドア吊支部材に、ガイドレールの長手方向に離間するように上端部が固定さ
れた１対の垂直軸の下端部に枢嵌され、外周面がガイドレールの両内向水平片の対向面に
摺接可能な１対のガイドローラとを備え、索条の他端部を、ドアを付勢する方向の最側端
部側に位置する前記ガイドローラにおける垂直軸に連結する。
【００１１】
　このような構成とすると、走行吊支装置の姿勢を安定させて走行させることができ、ド
アを開閉する際のぐらつきが防止されて、ドアを安定よく移動させることができる。
【００１２】
（３）上記(２)項において、索条の他端部に、ガイドローラの外径より大としたループ状
部を形成し、このループ状部を、ガイドローラに下方より挿通して、ガイドローラよりも
小径の垂直軸に掛止する。
【００１３】
　このような構成とすると、走行吊支装置をドアやガイドローラから取り外すことなく、
ループ状部を、ガイドローラの下方から垂直軸に、着脱可能として容易に掛止することが
でき、巻取装置のみをガイドレールより取外して、そのメンテナンス等を容易に行うこと
ができる。
　また、垂直軸はガイドローラよりも小径をなし、かつ索条には巻取ドラムにより引張り
力が作用しているので、垂直軸にループ状部を掛止した後には、外れる恐れはない。
　また、走行吊支装置に、索条の他端部を連結するための部材を取り付けたり、特別な加
工を施したりする必要がないので、部品点数やコストが削減される。
【００１４】
（４）上記(１)～(３)項のいずれかにおいて、巻取装置を装着した側のガイドレールの側
端部内に、走行吊支装置を停止させるストッパ部材と、ガイドレールに沿って転動する吊
支車輪の上面に接触することにより、上向きに弾性変形し、それによる下向き反発力によ
り、吊支車輪に制動力を付与するようにした板ばねとを、この板ばねが前記ストッパ部材
の前方に位置するように、かつそれらの下方に、索条を挿通しうる空間が形成されるよう
にして設ける。
【００１５】
　このような構成とすると、走行吊支装置がストッパ部材に当接する前に、板ばねが吊支
車輪に接触して、走行吊支装置に制動力が働くので、これがストッパ部材に強く当接する
恐れはなく、かつ解放端または閉塞端付近において、ドアがゆっくりと移動するようにな
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る。
　また、ストッパ部材とばね板の下方には、索条が挿通しうる空間が形成されているので
、索条がストッパ部材やばね板と干渉する恐れがない。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、ドアを開または閉方向に付勢する付勢手段である巻取装置の上下寸法
を小として、これを、ドアのガイドレールにコンパクトに取付けうるようにした吊支式ド
ア装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態を備えるトイレブースの平面図である。
【図２】同じく、トイレブース上部の拡大斜視図である。
【図３】図１のトイレブースの後部付近の拡大平面図である。
【図４】図３のＩＶ－ＩＶ線に沿う拡大縦断面図である。
【図５】図４のＶーＶ線に沿う拡大縦断面図である。
【図６】板ばねの拡大平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の一実施形態を、図面に基づいて説明する。
　図１は、本発明の吊支式ドア装置を備えるトイレブースＷを二つ並設したものの平面図
、図２は、右側のトイレブースＷの上部の斜視図で、左右のトイレブースＷは、３枚の側
板１と後壁２により仕切られ、各側板１の前端に取付けた短寸の前面板３の対向面間は大
きく解放され、トイレブースＷの使用者が出入り可能な前面開口部４となっている。
【００１９】
　各トイレブースＷの左側の側板１、１の上端部と、各前面板３の対向部の上端部とには
、平面視ほぼ半円状のガイドレール５、５が、右半部が前面開口部４の前方に突出するよ
うにして、複数の支持ブラケット６により水平に取付けられている。
【００２０】
　両ガイドレール５には、後記する複数の走行吊支装置８を介して、ガイドレール５とほ
ぼ同じ曲率半径の円弧状のドア７が、ガイドレール５に沿って移動しうるように吊支され
ている。ドア７は、ほぼ１／４円弧状をなし、前面開口部４を閉塞しうる長さを有してい
る。なお、図１の左側のドア７は、前面開口部４を閉じた状態を、右側のドア７は、前面
開口部４を解放した状態をそれぞれ示している。
【００２１】
　図３～図５に示すように、ガイドレール５は、下端に互いに対向する１対の内向水平片
５ａ、５ａを有する概ね下向きコ字状断面をなし、長手方向の両端は開口されている。ガ
イドレールの外側片５ｂの下端には、後記する吊支杆９の一部やその固定ナット１７、ト
イレブースＷの内部等を前方から目隠しする目隠し片５ｃが下向き突設されている。
【００２２】
　ガイドレール５内には、複数(例えば２個)の走行吊支装置８が収容されている。この走
行吊支装置８は、下半部が雄ねじ部９ａとなっている垂直の吊支杆９と、この垂直杆９の
上端部に固着された、上面が開口する横長ケース状のドア吊支部材１０と、ドア吊支部材
１０の中間部にこれを貫通するようにして固着された、ガイドレール５と直交する方向の
水平支軸１１の両端部に回転自在に枢嵌され、下面がガイドレール５の両内向水平片５ａ
の上面に沿って転動する１対の吊支車輪１２、１２と、ガイドレール５の長手方向に離間
するようにして、上端部が、ドア吊支部材１０の底片１０ａの両側端部にナット１３によ
り固定された短寸の垂直軸１４、１４と、それらの下端部に回転自在に枢嵌され、かつガ
イドレール５の両内向水平片５ａの対向面間において、いずれかの対向面に接触して転動
する１対のガイドローラ１５、１５とを備えている。
【００２３】
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　吊支杆９の下部の雄ねじ部９ａは、ドア７の上部に形成された上方に開口するめねじ孔
１６に螺挿され、雄ねじ部９ａの上端部に螺合したをナット１７により回り止めして固定
することにより、ドア７は、複数の走行吊支装置８により吊支されている。
【００２４】
　図３及び図４に示すように、ガイドレール５の後端部、すなわち、ドア７が開かれる方
向側の長手方向の端部には、ドア７を常時開く方向に付勢する付勢手段である巻取装置１
８が嵌着されている。
　この巻取装置１８は、ガイドレール５の上下寸法とほぼ等しい上下寸法をなし、上下の
開口面にカバー１９が取外し可能に止着された箱状のドラムケース２０と、このドラムケ
ース２０のガイドレール５側の側面の側端部に固着された、ガイドレール５の側端部内に
がたなく嵌合可能な、ドラムケース２０の幅の概ね半分の大きさの中空箱状の嵌合突部２
１と、ドラムケース２０内に、垂直軸２２回りに回転自在に収容され、かつ内部に設けた
公知の渦巻ばね(図示略)により、後記索条２６を常時巻き取る方向に回転付勢される巻取
ドラム２３と、嵌合突部２１の中央部内に、垂直軸２４回りに回転自在に収容された溝付
きのガイドプーリ２５とを備えている。
【００２５】
　嵌合突部２１をガイドレール５の開口端部に嵌合し、ガイドレール５の上面より挿入し
た固定ねじ２６を、嵌合突部２１の上壁を挿通して、垂直軸２４の上端部に螺着すること
により、巻取装置１８は、ガイドレール５に、脱落が防止されて取り付けられている。な
お、嵌合突部２１をガイドレール５の開口端部に圧嵌すれば、固定ねじ２６は省略するこ
ともできる。
【００２６】
　このように、ドラムケース２０の側端部に突設した嵌合突部２１をガイドレール５の開
口端部に嵌合させて、巻取装置１８をガイドレール５に装着すると、ドラムケース２０及
び巻取ドラム２３の垂直軸２２が、ガイドレール５の中心から外方に偏倚するので、巻取
ドラム２３の内方の外周面、すなわち、後記する索条２７を巻き取る側の外周面を、ガイ
ドローラ１５の垂直軸１４及びガイドプーリ２５と対向させ易くなる。
　また、巻取ドラム２３より繰り出される後記する索条２７を、ガイドプーリ２５を介し
て配索することにより、巻取ドラム２３の位置が偏倚していても、ガイドレール５の幅方
向の中央部を挿通して、ほぼ直線的に垂直軸１４に掛止することができる。
　さらに、ドラムケース２０も外方に偏倚し、トイレブースＷの中央部側に突出しないの
で、体裁がよくなる。
【００２７】
　巻取ドラム２３には、例えば引張強度の高いポリアミド等の合成樹脂繊維よりなる可撓
性の索条２７が、その一端部を固定して巻回され、索条２７の他端部には、円形に丸めら
れたループ状部２７ａが形成されている。
　図３及び図４に示すように、巻取ドラム２３より繰り出された索条２７は、ガイドプー
リ２５の外方の溝付き外周面を介して、他端部のループ状部２７ａが、最後部であるドア
７を開く方向側の側端部に装着した走行吊支装置８における後部側のガイドローラ１５の
垂直軸１４に、ガイドレール５の下端部内において索条２７がほぼ水平となるようにして
掛止されている。
【００２８】
　なお、ループ状部２７ａの大きさは、ガイドローラ１５の外径よりも若干大とされ、走
行吊支装置８をドア７やガイドローラ１５から取り外すことなく、ループ状部２７ａを、
ガイドローラ１５の下方から垂直軸１４に、着脱可能として容易に掛止しうるようになっ
ている。このようにすると、巻取装置１８のみをガイドレール５より取外して、そのメン
テナンス等を容易に行うことができる。垂直軸１４にループ状部２７ａを掛止した後は、
索条２７に、巻取ドラム２３による引張り力が常時作用するので外れる恐れはない。
【００２９】
　ガイドレール５の後端部内には、ドア７を開位置で停止させるストッパ部材２８と、そ
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の前方に大きく突出する板ばね２９とが、巻取装置１８の嵌合突部２１に当接または近接
するようにして収容され、ストッパ部材２８と板ばね２９は、後端部をストッパ部材２８
の上面に載置した板ばね２９がガイドレール５内の上面に当接するように、かつストッパ
部材２８の下面とガイドレール５の両内向片５ａの上面との間に、前記索条２７が余裕を
もって移動可能な空間が形成されるようにして、ガイドレール５の上面より挿入した固定
ねじ３０により固定されている。
【００３０】
　ストッパ部材２８は、例えば硬質ゴムよりなり、前端部に上下方向を向く貫通孔２８ａ
を設けることにより、弾性変形し易くしてある。図６の拡大平面図にも示すように、板ば
ね２９のほぼ前半部には、二股状に分岐するばね片２９ａ、２９ａが形成され、これらの
ばね片２９ａの下面は、走行吊支装置８の１対の吊支車輪１２、１２の上面に摺接するよ
うになっている。なお、両ばね片２９ａの後部側は、無負荷状態では、吊支車輪１２の上
面の走行軌跡よりも下方に位置するとともに、前端部は、吊支車輪１２が進入しうるよう
に上向きに傾斜している。
【００３１】
　ドア７を前面開口部４を閉じる位置まで移動させると、最後部の走行吊支装置８におけ
る後部側のガイドローラ１４の垂直軸１４に掛止されている索条２７は、巻取ドラム２３
から、一定の引張り力を付与された状態で繰り出される。
　閉位置において施錠装置を解除すると、巻取ドラム２３により索条２７が巻き取られる
際の引張り方向の付勢力により、ドア７は、図１の右側のトイレブースの位置及び図３、
図４に示す解放位置まで自動的に引き戻される。
【００３２】
　ドア７が後限付近まで移動すると、図４に示すように、１対の吊支車輪１２の上面が、
板ばね２９における二股状のばね片２９ａの下面に接触し、ばね片２９ａは上向き弾性変
形させられる。この際のばね片２９ａの下向き反発力により、吊支車輪１２に制動力が作
用し、ドア７がゆっくり閉じられるようになる。
　ドア７が後限位置まで移動すると、走行吊支装置８のドア吊支部材１０の後面が、スト
ッパ部材２８の前面に当接し、これを若干弾性変形させることにより、ドア７は、緩衝作
用を伴って停止させられる。
【００３３】
　以上説明したように、上記実施形態の吊支式ドア装置においては、ガイドレール５の上
下寸法とほぼ等しい上下寸法とされた巻取装置１８における幅の小さな嵌合突部２１部を
、ガイドレール５の開口端部内に直接嵌合しているので、ブラケットをガイドレール５に
取付けたり、ガイドレール５に特別な加工を施したりする必要はなく、巻取装置１８をガ
イドレール５の端部に、コンパクトに取り付けることができる。
【００３４】
　また、巻取ドラム２３を垂直軸２２回りに回転しうるようにし、かつ巻取ドラム２２に
おける索条２７の巻き取り側の外周面を、ガイドプーリ２５、及び走行吊支装置８におけ
るガイドローラ１５の短寸をなす垂直軸１４とほぼ対向させて、索条２７がガイドレール
５内の幅方向の中央下部を挿通するようにし、索条２７のループ状部２７ａを垂直軸１４
に掛止しているので、巻取装置１８やガイドレール５の上下寸法を最小限としうる。
【００３５】
　さらに、索条２７の端部であるループ状部２７ａを、ガイドレール５内の幅方向の中央
下部を挿通して、最後部の吊支走行装置８における後部側のガイドローラ１５の短寸の垂
直軸１４に、索条２７がほぼ水平をなすようにして掛止してあるので、走行吊支装置８の
姿勢を安定させて走行させることができる。その結果、ドア７を開閉する際のぐらつきも
防止されるので、ドア７を安定よく移動させることができる。
【００３６】
　上記実施形態においては、本発明を、ドア７を常時開く方向に付勢するようにしたもの
について説明したが、ドア７を常時閉じる方向に付勢するものについても適用することが
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、すなわち、ドア７を閉じる方向の開口端部に装着し、索条２７の端部は、前部側の走行
吊支装置８における前側のガイドローラ１５の垂直軸１４に掛止すればよい。
【００３７】
　本発明は、上記のように、ガイドレール５及びドア７が円弧状をなすもの以外に、通常
の直線状のガイドレール、及びそれにより吊支された平板状のドアを備えるトイレブース
にも適用することができる。
　また、トイレブースのドア以外に、各種の引戸等にも適用することができる。
【符号の説明】
【００３８】
　１　側板
　２　後壁
　３　前面板
　４　前面開口部
　５　ガイドレール
　５ａ内向水平片
　５ｂ外側片
　５ｃ目隠し片
　６　支持ブラケット
　７　ドア
　８　走行吊支装置
　９　吊支杆
　９ａ雄ねじ部
１０　ドア吊支部材
１０ａ底片
１１　水平支軸
１２　吊支車輪
１３　ナット
１４　垂直軸
１５　ガイドローラ
１６　めねじ孔
１７　ナット
１８　巻取装置
１９　カバー
２０　ドラムケース
２１　嵌合突部
２２　垂直軸(枢軸)
２３　巻取ドラム
２４　垂直軸
２５　ガイドプーリ
２６　固定ねじ
２７　索条
２７ａループ状部
２８　ストッパ部材
２８ａ貫通孔
２９　板ばね
２９ａばね片
３０　固定ねじ
　Ｗ　トイレブース
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